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2026 年 4 月幹事会 セミナー幹事資料 
2026年（第 30 回）薬物動態談話会セミナー準備の進捗報告 
 
1. 談話会セミナー全体に関する進捗 
日程：2026 年 8月 26日（水）～28日（金） 
会場：東レ総合研修センター（新幹線・東海道線 三島駅より徒歩 12 分） 
 
組織委員（敬称略） 
坂本真吾（塩野義製薬/常任幹事セミナー担当）、榎園淳一（協和キリン/常任幹事セミナー
担当）、永易美穂（中外製薬/常任幹事）、渡邉貴夫（住友ファーマ/常任幹事）、渡邉伸明（第
一三共/常任幹事）、野沢敬（アステラス製薬） 
 
メインテーマ 
薬物動態研究の新展開 ～評価法の深化・ニューモダリティ・AI が描く未来～ 
 
セッション 

① 予測精度向上を目指した ADME 評価法の新潮流（仮） 

② 環状ペプチドの薬物動態（仮） 

③ AI・デジタル技術の導入による薬物動態研究の革新（仮） 

最終的なセッション名は各演題の内容を踏まえて決定いたします。 
 
事務局  
協力会社：㈱新日本科学、積水メディカル㈱、メディフォード㈱：打診済  
庶務幹事：1 名  
企画幹事：1 名  
セミナー幹事、セミナー副幹事 
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2. 各セッションの演者/チューター選出状況の進捗 
＜演者＞ *組織委員は敬称略 
セッション① 予測精度向上を目指した ADME 評価法の新潮流（仮） 
組織委員：榎園淳一（協和キリン）、渡邉貴夫（住友ファーマ） 
 田中 由香里 先生（塩野義製薬）：内諾済 

イメージングマス（マイクロ PK）に関する演題 
 手塚 和宏 先生（アステラス製薬）：内諾済 

生体模倣システム（MPS）に関する演題 
 

セッション② 環状ペプチドの薬物動態（仮） 
組織委員：永易美穂（中外製薬）、野沢敬（アステラス製薬） 
 白坂 善之 先生（昭和薬科大学）：内諾済 

環状ペプチドの製剤化や吸収に関する演題 
 社内調整中（中外製薬） 

環状ペプチドの薬物動態に関する評価方法やデータ解釈についての演題 
 
セッション③ AI・デジタル技術の導入による薬物動態研究の革新（仮） 
組織委員：坂本真吾（塩野義製薬）、渡邉伸明（第一三共） 
 侭田 秀章 先生（塩野義製薬）：内諾済 

薬物動態における AI 活用に関する話題 
 水野 忠快 先生（東京大学）：内諾済（8/26～27のご参加） 

AI 創薬の基礎に関する話題 
 

＜チューター（RTD）＞  
RTD のグループ分けは、演者の先生方の演題に紐づき各セッション 2 グループずつ（計 6
グループ）とし、演者の先生と組織委員 1 名の計 2 名が各グループのチューターになるこ
とを想定しております。 
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3. 会長講演、特別講演の演者の選出状況の進捗 
 会長講演： 玉井 郁巳 先生 
（昨年と同様、講演 50分＋質疑 10 分を予定しております。） 
 
特別講演：2講演（講演 50 分＋質疑 10分） 
 徳島大学 齋尾 智英 先生：内諾済（8/26～27 のご参加） 

蛋白質のフォールディング・シャペロン、液-液相分離などに関するメカニズム研究 
 金沢大学 中島 美紀 先生：内諾済 

薬物代謝・毒性研究に関するオーバービュー（企業の薬物動態研究者に期待することを
交えて） 

 
4. タイムスケジュール案 
昨年度と同様のスケジュールとすることを想定しております。 
特別講演、会長講演の日時は先生方のご希望に合わせて調整いたします。 

 
 
5. 今後の予定  
 特別講演演者の先生、各セッションの演者/チューターの先生への正式な参加依頼（幹

事会後～4 月中） 
 各講演の発表タイトルの決定（～5 月 20 日ごろ） 
 募集要領、ポスター作成（～5 月末） 
 参加募集開始（6月初旬を予定） 
 事務局（協力会社、セミナー正副幹事）での現地視察（6月を予定） 
 RTD の課題設定（7月ごろを予定） 
 演者の講演要旨、略歴作成（～7月末） 


